
平成 27 年 3 月 31 日時点 
 

 

市民後見推進事業の概要 

 

市区町名 高槻市 

 

事 業 区 

分 

（１）市民後見人養成のための研修の実施 

 

委 託 先 及

委  託  内  

 

全部委託  ・  一部委託  ・  委託なし 

委託先名：社会福祉法人大阪府社会福祉協議会（大阪後見支援センター） 

委託内容：市民後見人養成研修の実施 

 

 

 

 

 

事 業 内 

容 

 

●基礎講習 

（目的） 

 成年後見制度や後見人の職務、対象者等について基礎的な理念・知識について学

び、実務講習への基礎を固めること。 

（ 26年度の実績） 

 ５名が受講 

●実務講習（施設実習を含む） 

（目的） 

市民後見人を目指して登録をしていただく前に、講義と演習を通じて市民後見人

として必要な知識や技術を習得し、市民後見活動に関する理解を深めること。 

（ 26年度の実績） 

 ５名が受講。バンク登録者は３名。 

 

 

 

事業スケジュ

ール 

（予定を含

む ） 

 

 

 

平成26年6月～7月 オリエンテーションの開催（参加者：２２名） 

  

 

 

     7月24日 第1回選考委員会 

     8月  2日 基礎講習（①8/2 ②8/23 ③9/6 ④10/4）(大阪市内会場) 

  〃 （①8/2 ②8/19 ③9/6 ④9/27）(岸和田市内会場) 

9月27日 

10月 4日 

第2回選考委員会（岸和田市内会場） 

   〃     （大阪市内会場）  

11月 8日 実務講習 受講者５名 

 

      3月7日 第3回選考委員会 
 

 

備      

考 

 

添付資料 

・広報たかつき６月１０日号 

① 豊中田市内(6/16)  ②高槻市内(6/20)  ③羽曳野

市内(6/26)  ④岸和田市内(6/28) ⑤東大阪市内

(6/28)  ⑥大阪市内(7/5) 

①11/ 8  ②11/15  ③12/6  ④12/13 
⑤1/17 ⑥1/31 ⑦2/14 ⑧2/28 ⑨3/7 
 



平成 27 年 3 月 31 日時点 
 

 

市民後見推進事業の概要 

 

市区町名 高槻市 

 

事 業 区 分 （２）市民後見人の活動を安定的に実施するための組織体制の構築 

 

委 託 先 及 び 

委  託  内  容 

 

全部委託  ・  一部委託  ・  委託なし 

委託先名：社会福祉法人大阪府社会福祉協議会（大阪後見支援センター） 

委託内容：市民後見人活動支援体制の構築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●受任調整会議・企画会議の開催 

（目的） 

 家裁から推薦依頼を受けた被後見人（候補者）に対して、適切な市民後見

人（候補者）をバンク登録者の中から推薦できるよう、専門職の意見をふま

えて会議で調整する。  

市民後見推進事業全体の企画、進捗状況について検討する。 

 

（現在までの実績） 

 ○受任調整会議 

・11回開催（①4/24 ②5/22 ③6/24 ④7/24 ⑤8/19(臨時) ⑥8/29 

      ⑦9/25 ⑧10/23 ⑨11/27 ⑩12/24  ⑪1/22 

・第９回、第11回にケースの受任調整を行う 

  ・２名を家庭裁判所へ推薦（受任は１名） 

３名が市民後見活動 

 ○企画会議 

   平成26年度及び平成27年度の事業実施についての企画・検討を行な

った。 

 

 

 

 

事業スケジュール 

（ 予 定 を 含 む ） 

 

 

 

受任調整会議・企画会議は、毎月第４木曜日に開催 

 

備      考 

 

 



平成 27 年 3 月 31 日時点 
 

 

市民後見推進事業の概要 

 

市区町名 高槻市 

 

事 業 区 分 （３）市民後見人の適正な活動のための支援 

 

委 託 先 及 び 

委  託  内  容 

 

全部委託  ・  一部委託  ・  委託なし 

委託先名：社会福祉法人大阪府社会福祉協議会（大阪後見支援センター） 

委託内容：市民後見人バンク登録者・受任者研修の実施、専門相談の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【登録者研修の目的】 

バンク登録してもすぐに受任できるとは限らない。年８回程度の継続研修を行うことによ

り、いつでも受任できる体制を整え必要な知識・技術の習得を深めるとともに、バンク登録者

のモチベーションの維持、向上を図る。 

【登録者研修の実績】 

○第1回…H26.5.17（土） 

・本人の側に立つことの意味 

 ～対人援助の基本と後見活動～ 

○第2回…H26.6.21（土）  

・マニュアル説明 

○第3回…H26.7.26（土） 

・事例報告・検討会 

 岬町活動事例 高槻市活動事例 

○第4回…H26.9.20（土） 

・講義「ケアマネジメントとケアプランに

ついて知る」 

○第5回…H26.10.18（土） 

・事例報告・検討会 

岸和田市・大阪市の活動事例２件 

認知症・知的障がい者の事例 

○第6回…H26.12.25（木） 

・事例報告・検討会 

大阪市の活動事例２件 

認知症・知的障がい者の事例 

 岸和田市の活動事例 

○第7回…H27.1.24（土） 

・事例報告・検討会 

岸和田市の活動事例 

認知症の事例 

○第8回…H27.3.7（土）高槻市 

・地域の資源「社会福祉協議会」 

【専門相談の目的】 

家庭裁判所への報告内容の確認とともに、市民後見人の後見活動の方針・方向性を、市民後

見人、市町村・社協等のサポート機関、専門職で共有し、活動の経過で発生するもろもろの事

案に対し、適切に対応することにより、市民後見人が後見業務を行う上での不安や悩みを解消

し、その活動を適切且つ円滑に行うことができるよう支援する。 

【専門相談の実績】 

・期間 平成26年4月7日（月）～平成27年3月31日（木） 

・実施回数 16回  ・延実施案件 3件（3ケース） 

内訳：（定期相談）①審判確定直後1件 ②１ヵ月目の家裁報告前1件  

③3ヵ月目 2件 ④6ヵ月目 2件 ⑤9ヶ月 3件 ⑥12ヶ月 2件 ⑦15ヶ月 1件 ⑧

18ヶ月 1件 （随時相談）3件 

【随時相談の実施】 

書類の書き方、専門相談のための準備等、後見人活動のポートを行う。 

備      考  



平成 27 年 3 月 31 日時点 
 

 

市民後見推進事業の概要 

 

市区町名 高槻市 

 

事 業 区 分 （４）その他、市民後見人の活動の推進に関する事業 

 

委 託 先 及 び 

委  託  内  容 

 

全部委託  ・  一部委託  ・  委託なし 

委託先名：社会福祉法人大阪府社会福祉協議会（大阪後見支援センター） 

委託内容：市民後見人養成オリエンテーション 

     市民後見推進事業啓発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内の住民に対し、市民後見推進事業の普及・啓発を図るための広報活動

を行った。 

（目的） 

成年後見制度、市民後見人、権利擁護活動に関心のある市民をより多く参

加いただき、以後の講座につなげる。 

（実績） 

平成26年6月10日発行の高槻市広報紙「広報たかつき」に記事を

掲載。発行部数160,400部 

○オリエンテーションの参加者 

日     程 開  催  地 参加者数 

H26.6.16(月) 豊中市内 52名 

H26.6.20(水) 高槻市内 31名 

H26.6.26(金) 羽曳野市内 36名 

H26.6.28(土) 東大阪市内 95名 

H26.6.28(土) 岸和田市内 93名 

H26.7. 5(土) 大阪市内 32名 

合  計 ６か所 339名 

上記のうち、高槻市からの参加者は計22名。 

※オリエンテーションは大阪府社協において主催。 

 

 

事業スケジュール 

（ 予 定 を 含 む ） 

 

平成27年3月21日 市民後見人・成年後見制度啓発シンポジウムを開催 

 

備      考 

 

 

 



市
は
、
毎
年

自
治
会
長
名

簿

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
住

民
福
祉
の
向
上
や
市
政
推
進
に

必
要
な
場
合
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
、赤
十
字
奉
仕
団
、開
発
事

業
条
例
適
用
事
業
主
、
市
の
各

部
局
・
関
連
機
関
と
協
働
す
る

学
校
法
人
、
公
共
工
事
に
伴
う

国
府
や
関
連
機
関
、地
区
コ
ミ

新
設
・
未
連
絡
の

新
設
・
未
連
絡
の

自
治
会
は
連
絡
を

自
治
会
は
連
絡
を

ュ
ニ
テ
ィ
に
対
し
て
、
名
簿
の

閲
覧
に
応
じ
て
い
ま
す
。
新
設

・
未
連
絡
の
自
治
会
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室
（

７

４
６
２
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

同
公
園
と
関
連
道
路
の
都
市

計
画
変
更
案
な
ど
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
程

６
月

日

午
前

時

か
ら

日

午
後
７
時
か
ら

会
場

総
合
セ
ン
タ
ー

階
会

議
室

問
合
先

安
満
遺
跡
公
園
整
備

室
（

・
７
３
９
３
）
、
道

路
課
（

・
７
５
３
４
）

市
は
、
自
治
会
な
ど
が
行
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
（
自
治

会
集
会
所
）
の
新
築
・
購
入
・

増
改
築
・
耐
震
診
断
な
ど
に
対

し
て
、
費
用
の
２
分
の
１
以
内

（
仮
称
）安
満
遺
跡
公
園
と
道
路

（
仮
称
）安
満
遺
跡
公
園
と
道
路

の
都
市
計
画
変
更
案
説
明
会

の
都
市
計
画
変
更
案
説
明
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
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（
集
会
所
）建
設
な
ど
に
補
助

（
集
会
所
）建
設
な
ど
に
補
助

（
限
度
額
あ
り
）
の
補
助
を
行

っ
て
い
ま
す
。
平
成

年
度
の

耐
震
診
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や

年
度
の
工
事
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計
画
し
て
い
る
自
治
会
は
、
ご

相
談
く
だ
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い
。
な
お
、
工
事

の
申
込
期
限
は
９
月
末
ま
で
。

耐
震
診
断
・
着
工
後
の
申
請
は

で
き
ま
せ
ん
。

問
合
先

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

室
（

・
７
４
６
２
）

国
は
次
の
と
お
り
、

子
ど

も
の
人
権

番（

０
１
２
０

）
の
強
化
週
間
を
実
施
。

い
じ
め
、不
登
校
、
体
罰
、
児

童
虐
待
な
ど
子
ど
も
の
人
権
問

題
に
つ
い
て
人
権
擁
護
委
員
と

法
務
局
職
員
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す（
秘
密
厳
守
）。

日
程

６
月

日

日

の
午
前
８
時

分

午
後
７
時

※

日

・

日

は
午
前

時

午
後
５
時

問
合
先

大
阪
法
務
局
（

子
ど
も
の
人
権

番

子
ど
も
の
人
権

番

強
化
週
間

強
化
週
間

・
６
９
４
２
・
９
４
９
６
）

日
程
・
会
場

６
月

日

午

前

時

分

正
午

樫
田
支

所

日

午
後
２
時

４
時

分

マ
ル
ワ
プ
ロ
マ
ー
ト

（
大
蔵
司
三
）

日

午
前

時

正
午
、
午
後
１
時

４

時

分

松
坂
屋
高
槻
店

７

月
３
日

・
５
日

の
午
前

時

正
午
、
午
後
１
時

４
時

分

ミ
ン
グ
・
阪
急
高
槻

問
合
先

市
献
血
推
進
協
議
会

（

・
７
１
６
３
）

自転車利用
アンケート
自転車利用
アンケート

平
成

年
第
３
回
市
議
会
定

例
会
が
次
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
い
ず
れ
も
午
前

時
か

ら
。
な
お
、
議
事
の
都
合
で
日

程
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
な
ど
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
程

６
月

日

・

日

・

日

・

日

本
会
議

日

都
市
環
境
委
員

会
、
福
祉
企
業
委
員
会

日

文
教
市
民
委
員
会
、
総
務

消
防
委
員
会

日

議
会

運
営
委
員
会

問
合
先

議
会
事
務
局
（

・
７
２
１
３
）

開
発
審
査
会
を
６
月

日

午
後
２
時
か
ら
総
合
セ
ン
タ
ー

６
階
会
議
室
で
開
催
し
ま
す
。

傍
聴
希
望
者
は
事
前
に
審
査
指

導
課
（

・
７
５
６
７
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

７
月

日

午
前
９
時

分

午
後
０
時

分
に
北
消
防
署

阿
武
野
出
張
所
で
。
対
象
は
高

校
生
以
上
。
修
了
証
の
発
行
あ

り
。
申
込
順

人
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無
料
。
申

し
込
み
は
６
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７
月

６
日
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電
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接
、
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寄
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防
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へ
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消
防
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・
０
１
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９
）
。

６
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日

総
合
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タ
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室

７
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５
日

府
社
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福
祉
会
館
（
大
阪

市
中
央
区
）。い
ず
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午
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２

時

４
時

分
。
申
込
順

人

人
。無
料
。申
し
込
み
は

応
急
手
当
講
習
会

応
急
手
当
講
習
会

（
普
通
救
命
講
習

）

（
普
通
救
命
講
習

）

市
民
後
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人
養
成
講
座

市
民
後
見
人
養
成
講
座

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

６
月

日

か
ら
フ
ァ
ク
ス

に
、
住
所
か
勤
務
先
の
市
町
村

名
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、電
話

番
号
を
書
い
て
、
大
阪
後
見
支

援
セ
ン
タ
ー（

６
７
６
４

・
７
８
１
１
）
へ
。
長
寿
生
き

が
い
課
（

・
７
１
６
６
）
。

７
月

日

午
後
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時

４

時
に
高
槻
商
工
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議
所
（
大
手

町
）
で
。
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診

断
士
・
福
田
尚
好
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ん
。
申
込

順

人
。
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料
。
申
し
込
み
は

６
月

日

か
ら
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

・
フ
ァ
ク
ス
番
号
を
書
い
て
、

同
会
議
所（

・
０
４
８
４
、

・
３
４
６
６
）
へ
。

６
月

日

午
後
２
時
か
ら

大
阪
医
科
大
学
（
大
学
町

創
業
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

創
業
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー

セ
ミ
ナ
ー

大
阪
医
大
市
民
公
開
講
座

大
阪
医
大
市
民
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開
講
座

難
聴
の
診
断
と
治
療

難
聴
の
診
断
と
治
療

・
１
２
２
１
）
で
。
先
着

人
。

無
料
。

６
月

日

、
７
月
４
日

の
午
後
２
時

４
時
に
北
摂
総

合
病
院
（
北
柳
川
町
）
で
。
対

象
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
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講
座
を
受
け
た
人
。
申
込
順

人
。
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料
。
申
し
込
み
は
６
月

日

か
ら
電
話
で
、
同
病
院

（

・
５
５
８
５
）
へ
。

６
月

日

午
後
１
時

５

時
に
同
大
学
庄
屋
学
舎
（
摂
津

市

・
６
３
８
１
・
３
０
０

０
）
で
。
申
込
順

人
。
無
料
。

申
込
期
間
は
６
月

日

日

。
７
月
５
日

午
後
１
時

５

認
知
症
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ポ
ー
タ
ー
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知
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ポ
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ォ
ロ
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プ
講
座
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大
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開

大
阪
人
間
科
学
大
学
公
開

講
座

認
知
症
と
介
護
予
防

講
座

認
知
症
と
介
護
予
防

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習

時
に
市
役
所
城
西
町
庁
舎
で
。

対
象
は

歳
以
上
。
申
込
順

人
。千
円
。申
し
込
み
は
６
月

日

か
ら
電
話
で
、市
赤
十
字

奉
仕
団（

７
１
６
３
）へ
。

７
月

日

午
後
１
時

５

時
に
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
。
申
込
順

人
。
無
料
。
申

し
込
み
は
６
月

日

か
ら
電

話
で
、
大
阪
障
害
者
自
立
支
援

協
会
（

・
６
７
７
５
・
９

１
１
５
）
へ
。

府
盲
ろ
う
者
理
解
（
福
祉
）
研
修

府
盲
ろ
う
者
理
解
（
福
祉
）
研
修

ガンバ大阪日本代表選手応援ブースができたよ

市マスコット
キャラクター
・はにたん

総合センター１階ロビー総合センター１階ロビー

７
月
２
日

午
前
９
時

分

午
後
４
時

分
。
行
き
先
は

須
磨
海
浜
水
族
園
（
神
戸
市
）

な
ど
。
対
象
は

歳
以
上
の
老

人
ク
ラ
ブ
未
加
入
者
。
人（
多

数
抽
選
）
。
４
千

円
。
申
し

こ
と
ぶ
き
号

こ
と
ぶ
き
号

日
帰
り
バ
ス
旅
行

日
帰
り
バ
ス
旅
行

込
み
は
６
月

日（
火
・
必
着
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
、
申
込

者
全
員
（
２
人
ま
で
）
の
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

書
い
て
、長
寿
生
き
が
い
課（

・
７
１
８
５
）
へ
。

７
月
８
日

日
の
火
曜
日

午
前
９
時

分

時

分
に

古
曽
部
防
災
公
園
で
。
対
象
は

歳
以
上
。
申
込
順
各

人
。

無
料
。
申
し
込
み
は
６
月

日

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室

ロ
コ
モ

予
防
体
操

ロ
コ
モ

予
防
体
操

か
ら
電
話
で
、
み
ど
り
と
ス

ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
（

・

０
６
４
６
）
へ
。

７
月

日

日
の
火
曜
日

午
後
２
時

４
時
に
保
健
セ
ン

タ
ー
で
。
講
師
は
音
楽
療
法
士

・
山
下
由
利
子
さ
ん
ほ
か
。
対

象
は

歳
以
上
。申
込
順

人
。

無
料
。
申
し
込
み
は
６
月

日

か
ら
電
話
で
、
長
寿
生
き
が

い
課
（

・
７
８
８
１
）
へ
。

認
知
症
予
防
連
続
講
座

認
知
症
予
防
連
続
講
座

講
話
と
体
操

講
話
と
体
操

６
月

日

午
前

時

正

午
に
富
田
公
民
館
（

・
１

６
７
１
）
で
。
講
師
は
富
田
・

高
槻
北
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
。
申
込
順

人
。

い
ず
れ
も
午
前
９
時

午
後

ど
こ
に
相
談
？

ど
こ
に
相
談
？

高
齢
者
の
病
気
や
生
活

高
齢
者
の
病
気
や
生
活

人
権
パ
ネ
ル
展
、
人
権
擁
護

人
権
パ
ネ
ル
展
、
人
権
擁
護

委
員
活
動
紹
介
パ
ネ
ル
展

委
員
活
動
紹
介
パ
ネ
ル
展

時
。
当
日
直
接
、
会
場
へ
。

日
程
・
会
場

６
月

日

日

芥
川
公
民
館

７
月

４
日

日

南
大
冠
公

民
館

日

日

三

箇
牧
公
民
館

８
月
１
日

日

北
清
水
公
民
館

日

日

富
田
公
民
館

日

９
月
８
日

如

是
公
民
館

問
合
先

城
内
公
民
館
（

・
４
６
４
４
）
、
人
権
課
（

・
７
５
７
５
）

６
月

日

午
前

時

午

後
１
時
に
阿
武
山
公
民
館
で
。

講
師
は
飲
食
店
店
主
・
川
畑
貴

弥
さ
ん
。
対
象
は

歳
以
上
。

申
込
順

人
。
申
し
込
み
は
材

料
費

円
を
持
っ
て
直
接
、
同

館
（

・
０
１
８
８
）
へ
。

６
月

日

午
前

時

正

午
に
磐
手
公
民
館
（

・
２

ヘ
ル
シ
ー
・
お
い
し
い

ヘ
ル
シ
ー
・
お
い
し
い

高
槻
寒
天
ク
ッ
キ
ン
グ

高
槻
寒
天
ク
ッ
キ
ン
グ

骨
格
を
意
識
し
て
楽
し
て

骨
格
を
意
識
し
て
楽
し
て

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

１
１
０
）
で
。
講
師
は
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
指
導
者

協
会
・
岡
本
啓
司
さ
ん
。
申
込

順

人
。
保
育
あ
り
（
申
込
期

限
は
６
月

日

）
。

６
月

日

午
前

時

正

午
に
真
上
公
民
館
（

・
２

５
０
９
）
で
。
申
込
順

人
。

６
月

日

午
前

時

正

午
に
真
上
公
民
館
（

・
２

５
０
９
）
で
。
講
師
は
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
・
山
口
将
司
さ

ん
。
申
込
順

人
。
保
育
あ
り

（
申
込
期
限
は
６
月

日

）
。

６
月

日

午
前

時

正

午
に
日
吉
台
公
民
館
（

・

６
６
３
６
）
で
。
講
師
は
府
職

員
。
申
込
順

人
。
保
育
あ
り

（
申
込
期
限
は
６
月

日

）
。

真
上
人
権
名
画
劇
場

フ
ィ
ー

真
上
人
権
名
画
劇
場

フ
ィ
ー

ル
ド
・
オ
ブ

ド
リ
ー
ム
ス

ル
ド
・
オ
ブ

ド
リ
ー
ム
ス

人
権
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

人
権
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

相
手
の
視
点
っ
て
お
も
し
ろ
い

相
手
の
視
点
っ
て
お
も
し
ろ
い

府
内
の

・

府
内
の

・

現
状
と
生
活
へ
の
影
響

現
状
と
生
活
へ
の
影
響

７
月
１
日

午
前

時

正

午
に
城
内
公
民
館
（

・
４

６
４
４
）
で
。
講
師
は
京
都
大

学
防
災
研
究
所
教
授
・
矢
守
克

也
さ
ん
。
申
込
順

人
。
保
育

あ
り
（
申
込
期
限
は
６
月

日

）
。

７
月
２
日

午
前

時

正

午
に
三
箇
牧
公
民
館
（

・

０
９
６
５
）
で
。
講
師
は
相
愛

大
学
特
任
教
授
・
前
垣
和
義
さ

ん
。
申
込
順

人
。
保
育
あ
り

（
申
込
期
限
は
６
月

日

）
。

７
月
４
日

午
後
１
時

３

時
に
今
城
塚
公
民
館
（

・

３
３
３
１
）
で
。
講
師
は
製
パ

ン
工
場
・
田
村
保
さ
ん
。
申
込

順

人
。
保
育
あ
り
（
申
込
期

限
は
６
月

日

）
。

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
と
は

災
害

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
と
は

災
害

対
応
あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る

対
応
あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る

笑
っ
て
学
ぶ
大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん

笑
っ
て
学
ぶ
大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん

の
心
を
通
わ
す
会
話
術

の
心
を
通
わ
す
会
話
術

高
槻
・
食
の
再
発
見

高
槻
・
食
の
再
発
見

製
パ
ン
工
場
出
前
講
座

製
パ
ン
工
場
出
前
講
座

６
月

日

子
育
て
・
親

育
て

日

ほ
め
方
・
し

か
り
方
。
い
ず
れ
も
午
前

時

正
午
に
富
田
ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー
で
。
講
師
は
特
任
人

権
啓
発
講
師
・
檀
上
富
雄
さ

ん
。
申
込
順

人
。
無
料
。
保

育
あ
り
（
３
歳

就
学
前
、
５

人
）
。
申
し
込
み
は
６
月

日

日

に
電
話
で
、同
セ

ン
タ
ー（

５
４
５
１
、

５
４
５
３
）
へ
。

６
月

日

午
前

時

分

時
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
ポ
ー
ト

た
か
つ
き（
宮
野
町
）で
。講
師

は
上
園
恵
美
子
さ
ん
。
対
象
は

子
育
て
連
続
講
座

子
育
て
連
続
講
座

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

８
カ
月（
寝
返
り
前
）ま
で
の
乳

児
と
そ
の
保
護
者
。申
込
順

組
。無
料
。申
し
込
み
は
６
月

日

か
ら
電
話
か
直
接
、同
広

場（

・
８
２
５
０
）へ
。

６
月

日

午
前

時

時

分
に
あ
く
あ
ぴ
あ
芥
川

（

５
０
４
１
）で
。講
師
は

お
は
な
し
う
さ
ぎ
。
対
象
は
０

歳

就
学
前
の
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者
。
先
着

人
。
無
料
。

６
月

日

午
前

時

分

時

分
に
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ッ

ト
か
る
が
も
（
津
之
江
町
二
）

で
。
講
師
は
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
・
高
野
明
子
さ
ん
。
対

象
は
０

３
歳
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
。
申
込
順

組
。
無

料
。
申
し
込
み
は
６
月

日

か
ら
電
話
か
直
接
、同
広
場（

あ
く
あ
ぴ
あ
の
お
は
な
し
会

あ
く
あ
ぴ
あ
の
お
は
な
し
会

親
子
で
ヨ
ガ
を
楽
し
も
う

親
子
で
ヨ
ガ
を
楽
し
も
う

・
２
３
２
６
）
へ
。

６
月

日

午
前

時

時

分
に
チ
ャ
ム
キ
ッ
ズ
ぱ
ー

く（
古
曽
部
町
一

６
３
３

６
）で
。子
ど
も
の
頭
部
の
け
が

の
対
処
法
。講
師
は
応
急
手
当

普
及
員
島
村
富
子
さ
ん
。対
象

は
０

３
歳
の
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者
。
先
着

組
。無
料
。座

い
ず
れ
も
午
前

時

時

分
。多
数
抽
選
。申
し
込
み
は

６
月

日
（
金
・
消
印
有
効
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
、
催
し

名
、住
所
、氏
名
、子
ど
も
の
名

前
（
ふ
り
が
な
）
・
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
親
子
教
室
は
ア
レ

ル
ギ
ー
の
有
無
と
種
類
を
書
い

て
、
同
セ
ン
タ
ー
（
〒

・
１

０
４
５
阿
武
野
二
丁
目
２
番
１

あ
な
た
も
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー

あ
な
た
も
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー

阿
武
山
た
つ
の
子
子
育
て

阿
武
山
た
つ
の
子
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
親
子
講

支
援
セ
ン
タ
ー
の
親
子
講

号

・
０
３
１
３
）
へ
。

【
親
子
で
ゆ
っ
た
り
わ
ら
べ
う

た
遊
び
】
７
月
１
日

。
講
師

は
横
山
優
子
さ
ん
。
対
象
は
０

３
歳
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護

者
。

組
。

円

【
親
子
教
室
】

７
月
９
日

９
月

日

７
月

日

９
月

日
の
水
曜
日
。
各
全
５
回
。

対
象
は
芥
川
よ
り
西
に
住
む

平
成

年
４
月
２
日

年
４

月
１
日

年
４
月
２
日

９

月

日
生
ま
れ
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
。各

組
。２
千
円

い
ず
れ
も
多
数
抽
選
。無
料
。

申
し
込
み
は
６
月

日

日（
水

必
着
）に
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
、
は
が
き
に
、
住

所
、
氏
名
、
子
ど
も
の
名
前
（
ふ

り
が
な
）
・
生
年
月
日
、
電
話

番
号
を
書
い
て
、
健
康
づ
く
り

推
進
協
議
会
（
〒

・
０
０
５

２
城
東
町
５
番
１
号

・
９

１
１
２
、

７
５
６
９
）へ
。

【
１
歳
ま
で
の
お
口
の
ケ
ア
】

７
月
８
日

西
部
地
域
保

健
セ
ン
タ
ー

日

保
健

セ
ン
タ
ー
。
い
ず
れ
も
午
前

時

時

分
。
講
師
は
歯
科

衛
生
士
。
対
象
は
１
歳
ま
で
の

乳
児
と
そ
の
保
護
者
。

組

組

【
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
】
７
月

日

午
前

時

分

時

分
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。
講

師
は
平
手
浩
美
さ
ん
。
対
象
は

健
康
づ
く
り
推
進

健
康
づ
く
り
推
進

協
議
会
の
催
し

協
議
会
の
催
し

１
歳
児
と
そ
の
保
護
者
。

組

）

７
月

日

午
後
２
時

３

時

分
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。

対
象
は
８

カ
月
の
乳
児
と

そ
の
保
護
者
。
申
込
順

組
。

無
料
。
申
し
込
み
は
６
月

日

か
ら
電
話
で
、
同
セ
ン
タ
ー

（

・
１
１
０
８
）
へ
。

い
ず
れ
も
全
６
回
。
会
場
は

同
セ
ン
タ
ー
。各

組（
多
数
抽

選
）。各
千
円
。申
し
込
み
は
６

月

日（
木

消
印
有
効
）ま
で

に
往
復
は
が
き
に
、
教
室
名

曜
日
、住
所
、氏
名
、子
ど
も
の

名
前（
ふ
り
が
な
）
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
同
セ
ン

タ
ー
（
〒

・
０
８
２
２
津
之

江
町
一
丁
目

番
９
号

・

７
０
１
５
）
へ
。

【
さ
く
ら
サ
ー
ク
ル
】
６
・
７

月
の
火
・
木
曜
日
午
前

時

分

時

分
。
対
象
は
０
歳

就
学
前
の
乳
幼
児
と
そ
の
保

護
者

【
わ
ん
ぱ
く
教
室
】
６

８
月

の
水
曜
日
午
前

時

分

時

分
。
対
象
は
平
成

年
４

月
２
日

年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

【
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
】６

８
月
の
金
曜
日
午
前

時

分

時
。
対
象
は
１
歳
６
カ
月

３
歳
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

ぱ
く
ぱ
く
教
室

ぱ
く
ぱ
く
教
室

（
離
乳
食
教
室

（
離
乳
食
教
室

津
之
江
さ
く
ら
子
育
て
支

津
之
江
さ
く
ら
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
親
子
教
室

援
セ
ン
タ
ー
の
親
子
教
室

６
／

家
事
場
の
パ
パ
ヂ
カ
ラ
で
生
活
豊
か
に

男
女
共
同
参
画
週
間

男
女
共
同
参
画
週
間

６
月

日
か
ら

日
ま
で
は

男
女
共
同
参
画
週
間

で
す
。

今
年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

家
事
場
の
パ
パ
ヂ
カ
ラ

。

男
性
が
も
っ
と
家
事
や
育
児
、

介
護
、
地
域
活
動
に
関
わ
る
た

め
に
は
、
職
場
で
の
長
時
間
労

働
を
減
ら
し
て
仕
事
を
含
め
た

生
活

を
豊
か
に
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

市
で
は
、
６
月

日

か
ら

７
月
３
日

ま
で
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
で
、
市
内
で
活
動

す
る
団
体
の
パ
ネ
ル
展
示
を
、

ま
た
６
月

日

・

日

に

同
セ
ン
タ
ー
登
録
団
体
交
流
会

に
よ
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
男

女
共
同
参
画
課
へ
。

同
週
間
を
機
会
に
、
男
性
と

女
性
が
職
場
や
学
校
、
家
庭
、

地
域
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と

能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
の
ま

わ
り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

問
合
先

男
女
共
同
参
画
課

（

・
３
７
４
１
）

部 門 作品の規格

日 本 画 号 （ × ） 号 （ ×
）。日本画用絵の具を使用 ※額装

洋 画

油彩・水彩・アクリルは 号 （ ×
） 号 （ × ）、パス

テル・版画は 号 （ × ） 号
（ × ） ※額装

立体造形

木彫、塑像、金属彫刻、石彫、オブジェなど
（模刻、模写、工芸、民芸は不可）。大きさ・
素材自由（持ち運び、展示可能なもの）。会場
内で長時間の組立て不可。立体組立て作品は
完成図・写真を添付

工 芸
立体作品は自由、平面作品は × 以
内（珍木・自然木・手芸・造花・魚拓・盆石
などは除く）

書
× 以内。篆刻は印影だけで可。軸

物は不可 ※額装、パネル張（釈文は ×
６ 程度の用紙。提出自由）

写 真 大きさは長辺 ※額装、パネル張
（単写真に限る）

デザイン

イラストレーション・グラフィックデザイン
・ ・ホームページデザイン（プリントア
ウトだけ）、すべて １判以内 ※額装、パ
ネル張。半立体（奥行 以内）可。音声・電
源使用、企業名、商品名表示は不可

部 門 作品の規格

日 本 画

洋 画

立体造形

工 芸

書

写 真

デザイン

※ガラス張額不可、アクリル・仮縁は可

出展作品を募集出展作品を募集

市と市教育委員会、市文化振興事業団は、９月 日
日 に高槻現代劇場で開催する市美術展覧会の

出展作品を募集します。出品は無料。入賞・入選作品
を展示します。
資格 歳以上
出品点数 １点 ※立体造形・工芸・デザインは２
点まで。未発表のもの
申込方法 ９月１日 ５日（金・消印有効）に、所
定の申込書と返信用切手を貼った封筒（住所・氏名
を記入）を郵送で、文化スポーツ振興課（ ・
）か、９月５日 ・６日 の午前 時 午後４時
に直接、総合センター６階会議室へ ※申込書は同
課（総合センター８階）、高槻現代劇場、各支所、市
立各図書館・公民館、各コミュニティセンターで配
布。作品搬入は９月 日 日 に高槻現代劇場へ

議
会
日
程

議
会
日
程

審
議
会
な
ど
の
日
程

審
議
会
な
ど
の
日
程

特
に
記
載
の
な
い
催
し
は

い
ず
れ
も
無
料
。
申
し
込
み

は
６
月

日

か
ら
電
話
か

直
接
、
各
公
民
館
へ
。
保
育

あ
り
の
場
合
、
対
象
は
２
歳

就
学
前
、
定
員
は
５
人
。

申
込
方
法

申
込
方
法

７ ９月
月

曜日
７ ８ ９ し 尿 収 集 地 区 （ 音順）

月

７ ４ １ 芥川町一 四、安岡寺町一 六、永楽町、大塚町三 五、春日町、北大樋町、黄金の里一、寿町一 三、栄町一 四、下田部町一・二、庄
所町、辻子一 三、大蔵司一 三、竹の内町、塚脇一 五、月見町、出丸町、天神町二、殿町、中川町、西之川原一・二、西真上一・二、
番田一・二、東城山町、真上町一 五、松が丘一 四、松川町、南大樋町、南庄所町、宮之川原一 五、宮之川原元町、八幡町、若松町

８ 井尻一・二、上牧町一 五、上牧北駅前町、上牧南駅前町、神内二、津之江町一 三、津之江北町、柱本全域、藤の里町

火

５ 浦堂一 三、浦堂本町、原（府道枚方亀岡線より東側）、東天川一 五、緑が丘一 三

１ ９ 明野町、天川新町、五領町、三箇牧全域、須賀町、玉川一 四、千代田町、天王町、野田一 四、萩之庄一 五、八丁畷町、日向町、松
原町、三島江全域、緑町、南松原町、宮野町

水

９ ６ ３ 梶原一・二、古曽部町一 三、城西町、高垣町、堤町、道鵜町一 六、西之川原一部（小型地区）、野田東一・二、原（府道枚方亀岡線
より西側）、別所新町、別所本町、前島一 五、山手町一・二

２ 赤大路町、大畑町、唐崎全域、川久保、北昭和台町、北柳川町、西面全域、桜ケ丘北町、桜ケ丘南町、芝生町一 四、昭和台町一・二、
富田丘町、富田町一 六、成合全域、西五百住町、如是町、東五百住町一 三、柳川町一・二、弥生が丘町

木

７ ４ 出灰、大冠町一 三、杉生、東和町、中畑、二料、萩谷、萩谷月見台、深沢本町、霊仙寺町一

３ 今城町、大塚町一・二、岡本町、梶原三 六、上土室一 六、川西町一 三、郡家新町、奈佐原全域、南平台一 五、土室町、氷室町一
四、深沢町一・二、宮田町一 三

金

８ ５ 安満全域、上牧山手町、神内一、田能、紅茸町、南総持寺町

４ １ 梶原中村町、郡家本町、清福寺町、塚原全域、東上牧一 三、淀の原町

月
曜日

７ ８ ９ し 尿 収 集 地 区 （ 音順）

７ ９月の収集日程は上表のとお
り。収集日に留守の場合は隣人に依頼
するなど必ずくみ取りができるようお
願いします。くみ取り口付近にはもの
を置かないでください。臨時の収集は

２・３日前にお申し込みください。
問合先 清掃業務課（ ・ ）

【し尿くみ取りの届出】し尿くみ取り依
頼や変更、停止には、資源循環推進課（市
役所本館７階）へ届出が必要です。

【手数料納入のお願い】し尿処理手数料
は、納入期限内に所定の金融機関か市役
所（支所）で納付してください（近畿２府
４県の郵便局でも可）。
問合先 資源循環推進課（ ）

市は、 （仮称）自転車利
用環境基本計画 策定や、
自転車の安全利用に関する
条例の制定に向けて、アン
ケート調査を実施します。
調査は、 歳以上の市民か
ら無作為に抽出した
人へ調査票を郵送するほ
か、誰でも回答できるウェ
ブアンケートを実施しま
す。市ホームページの道路
課のウェブアンケートリン
クページから回答にご協力
をお願いします。なお、回
答は計画策定業務以外の用
途では使用しません。
実施期間 ６月 日
７月４日
問合先 道路課（ ・

）

国・府・市は、経済センサス
基礎調査と商業統計調査を一体
的に実施します。対象はすべて
の事業所と企業です。６月中旬
から府知事に任命された調査員
が訪問するので調査票への記入
または、インターネットでの回
答をお願いします。
問合先 総務課（ ・
）

経済センサス基礎調査

・ 商 業 統 計 調 査
対象は全事業所と企業対象は全事業所と企業

Administrator
ハイライト表示


